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自由民主党国土強靭化総合調査会（会長：二階 俊博衆議院議員）の会議が下記の通り開催さ

れましたのでご報告致します。 

 

１．日  時  平成 25年 6月 21 日（金）8:00～9:00 

 

２．場  所  党本部 704 号室 

 

３．参 加 者  二階俊博会長、林幹雄会長代理、上杉光弘副会長、江崎鐵磨副会長、 

金田勝年副会長、脇雅史副会長、吉川貴盛事務総長、伊藤忠彦事務総長補佐、 

土屋正忠常任幹事、赤澤亮正、衛藤征士郎、桜井宏、中川郁子、福井照、 

木内均、加藤寛治、白須賀貴樹、門博文、湯川一行、武部新、今津寛、 

田中和德、城内実、小林鷹之、阿部俊子、平沢勝栄、宮澤博行、務台俊介、 

堀内詔子、岡田広、櫻田義孝、左藤章、伊藤信太郎、中村裕之、原田憲治、 

原田義昭 他（順不同） 

 

 

４．議  題  「防災・命の道をめざす異種の道ネットワーク」 

        （講師）慶応義塾大学特任教授  米田 雅子 氏 

 

５．講演要旨 

① 日本には、国道や市町村道、農道、林道等以外の地図に載っていないような道も多い。例

えば、電力会社の送電網の管理道や NTT 等の電波塔の管理道、林業のための道、砂防施設

の管理道、自転車道などで、これらの道は市町村でもきちんと把握できていない。異種の

道ネットワークの趣旨はこのような「異種の道」を洗い出して地図上にプロットし、どこ

にどのような道があるのかをきちんと把握しようということ。そして、官の道と民の道を

結び、さらに災害協定や森林整備協定を結ぶことにより、森林整備や防災に必要なネット

ワークを最小のコストで構築する。これが南海トラフ地震対策や孤立集落の対策にも が

ると考えている。 

② 岐阜県高山市、下呂市、飛騨市、白川村の 3市 1村に JAPIC（日本プロジェクト産業協議

会）などが加わり、その地域の異種の道について検討する「ひだ異種の道ネット検討会」

を結成。そこで実際に異種の道を含む高山市全域の地図を作成した。今年度は下呂市で引

き続きパイロット調査を実施しており、そこで異種の道の課題や効果を調査・検討する予

定である。 

③ 異種の道をつなぐネットワークづくりの第一ステップは全ての道を把握すること。第二ス

テップは異種の道をつないで最小のコストで必要なネットワークを作ること。そして第三

ステップは、そのネットワークを活用し、今、国土強靱化で大変大きな問題となっている、
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避難路などの命の道や、国土保全の道とすることである。また、異種の道ネットワークは

林業を支える道となることもでき、雇用等の面からも大きな役割を持つ。こことここを結

んでおけば少なくともネットワークができるというところが身近にあれば、積極的に結ん

でいくべき。また、今は使われていない赤道や里道は線形がよいものも多く、そういった

道を補強して活用することにより、異種の道のネットワークを広げていくこともできるの

ではないかと思っている。 

④ それぞれの道はそれぞれの法律に基づいて整備されており、道路の規格が異なることが大

きな課題。ただつなぐだけではなく、どのレベルまで通れるようにつなぐか。本当に避難

していくためにどのルートが一番大事かを考えて、必要なところをつなげていく時に、ど

の程度の規格が必要で、どの予算を使ってつなげていくかは１つの問題。これをまとめて

いくには、どこかの省庁のどこかの課が担当したらできるというものでは無いため、国土

強靱化の傘の下に、各省庁の連携を政治主導で進めていただき、課題解決につなげていた

だきたい。 

⑤ 実際に異種の道をつなぐ道の整備を行っていく際、今のＢ／Ｃという評価ではなかなかペ

イしない。そこで今回のひだ異種の道ネット検討会の報告書では、防災効果や国土保全森

林保全、民間事業活性化と言った効果を含めた総合評価方式が必要ではないかということ

を提案している。 

⑥ 昨年の取組みにおける一番の効果は、どこにどのような道があるか把握できたということ。

今回の取組みの中ではＧＩＳを使ってそれぞれの道やその他の情報を重ねあわせている

ため、将来的にも道路を含む山間部のインフラの管理などに大きな効果がある。このよう

に情報を整理しておくことによって行政の効率化が図れるのではないかと考えており、い

ろんな所にいろいろな形である地図情報を統合することに予算をつけてほしい。 

⑦ 異なる規格の道を安くつなげるための柔軟な運用など、民間の道を活用するために国を挙

げて取り組んでいただきたい。今の整備コストではＢ／Ｃが低いが、コストを下げること

で十分な費用対効果を得ることができるようになる。異種の道をつなぐための低コストで

壊れにくい道の技術開発等も必要。さらに、民間企業の低コスト技術の開発と一緒になっ

て道の基準も考えることなどに政治家の皆様の支援をお願いしたい。 

⑧ 飛騨高山地域は自然災害が多く脆弱な地域であるが、昨年度の取組みで飛騨高山地域に存

在する異種の道を把握できたことで、防災や災害対策に役立つことが確認された。また、

東日本大震災の際、釜石では海側の道が被災した中、山側の林道作業道等が「命の道」と

なって人々の命を救い、救援物資の輸送に活用された。南海トラフ地震に備えて、「異種

の道」を含めた全ての道を把握し、それを避難計画の策定に役立て、命の道を確保するこ

とが必要。ＧＩＳを使った異種の道づくりをぜひお願いしたい。 

⑨ 異種の道ネットワークはすごくシンプルでわかりやすい施策であるが、所管がなく、政治

的には結構ハードルが高い。国交省の道路局に是非お願いしたいと思っているが、道路法

以外の道が多く入っている。是非国土強靱化で傘を作っていただき、全体が連携して、異

種の道をぜひ進めていただきたい。 

 

 



６．主な意見 

  省庁をまたがる内容を含む本提案について、高山市でのパイロット調査の予算をどう獲得し

たのか。 

  本提案の全国への波及、進捗の状況を教えてほしい。 

・ GIS 基盤整備の必要性、地域の様々な情報を集約して活用する必要性は良く理解している。

ただし、様々な情報を集約する上で、地籍が整理されていないと物事が前に進まない現状が

ある。我が国では、緊急性のある事項に予算を充てることが前提となっているため、地籍調

査が後回しになっている状況であり、国土強靭化のネックになっている。米田先生にも是非、

各方面でご指導いただきたい。 

・ 国土交通省の官民連携事業は、PFI に限らず官と民が連携して行う様々な事業を幅広く支援

している。今回のご提案のように、普通の省庁の枠にはまらないようなものがあれば、是非

ご連絡いただきたい。また、情報集約、GIS 等については、重要であると認識している。夏

から秋に向けて、国土強靭化の具体策を検討しているので、本日のご提案も含めて、検討し

ていきたい。 

 

※ご意見送付先      【事務局】自由民主党政務調査会 

国土強靭化総合調査会 担当 

ＴＥＬ：０３－３５８１－６２１１ 

  （内線５４３１） 
ＦＡＸ：０３－３５８１－６７００ 

Ｅ―ＭＡＩＬ：kokudo-kyojinka＠mail.jimin.jp 
 

以上 
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有
者

林
業

施
業

車
両

、
ト

ラ
ッ

ク
な

ど
目

的
と

す
る

森
林

整
備

に
あ

っ
た

簡
易

な
構

造

電
力

管
理

道
-

-
電

力
施

設
（
鉄

塔
、

ダ
ム

な
ど

）
の

日
常

管
理

の
た

め
の

道
路

電
力

事
業

者
管

理
車

両
、

ト
ラ

ッ
ク

な
ど

施
設

管
理

を
目

的
と

し
、

管
理

車
両

、
点

検
車

両
な

ど
が

通
行

で
き

る
構

造

・
一

般
車

両
走

行
に

よ
る

幾
何

構
造

上
の

整
合

・
幅

員
、

舗
装

な
ど

整
備

レ
ベ

ル
の

一
貫

性
へ

の
対

応

・
日

常
通

行
の

可
否

・
常

時
開

放
し

た
場

合
の

管
理

責
任

の
所

在
・
補

修
な

ど
の

費
用

負
担

製
紙

会
社

道
-

-
森

林
整

備
を

行
な

う
た

め
の

施
設

道
路

製
紙

会
社

林
業

施
業

車
両

、
ト

ラ
ッ

ク
な

ど
林

業
施

業
を

目
的

と
し

、
作

業
車

両
が

通
行

可
能

な
構

造

検
討

課
題

道
路

の
定

義
管

理
者

公 道

利
用

対
象

車
両

道
路

構
造

民 道

異
種

の
道

準
拠

法
令

種
類

異
種

の
道

の
制

度
上

の
課

題

さ
ま

ざ
ま

な
異

種
の

道
に

は
、

異
な

る
準

拠
法

令
、

定
義

、
管

理
者

、
利

用
対

象
車

両
、

道
路

構
造

、
適

用
規

定
が

あ
る

た
め

、
異

種
の

道
を

つ
な

ぐ
た

め
に

は
法

制
度

上
の

工
夫

が
必

要
。



1
1

通
常

の
道

路
評

価
（
B

/
C

）
で

は
な

い
総

合
的

な
評

価
を

提
案

異
種

の
道

ネ
ッ

ト
の

目
的

、
効

果
に

見
合

っ
た

指
標

を
追

加
し

て
評

価
す

る

円
滑

な
道

路
交

通
の

確
保

・
走

行
時

間
の

短
縮

・
走

行
経

費
の

節
約

・
交

通
事

故
の

減
少

必
要

性
の

確
認

有
効

性
の

確
認

効
率

性
の

確
認

防
災

、
災

害
対

策
・
孤

立
被

害
の

軽
減

・
救

急
活

動
の

支
援

な
ど

必
要

性
の

確
認

有
効

性
の

確
認

効
率

性
の

確
認

必
要

性
の

確
認

有
効

性
の

確
認

効
率

性
の

確
認

民
間

事
業

森
林

再
生

・
環

境
保

全

国
土

保
全

事
業

実
施

を
判

断
通
常
の
道
路
評
価
（
B
/
C
）

ひ
だ
異
種
の
道
ネ
ッ
ト
検
討
会
が
提
案
す
る
総
合
的
な
評
価



1
2

 
高

山
市

に
存

在
す

る
異

種
の

道
が

把
握

で
き

た
。

 
様

々
な

分
野

で
の

効
果

が
期

待
さ

れ
る

。

 
過

疎
地

域
の

活
性

化
（
地

域
産

業
の

創
出

）
も

期
待

！
！

事
業

分
野

効
果

防
災

・
災

害
対

策
・
孤

立
集

落
の

回
避

・
災

害
の

早
期

復
旧

国
土

保
全

・
治

山
治

水

・
急

傾
斜

地
崩

壊
対

策

森
林

再
生

・
森

林
資

源
の

活
用

、
計

画
的

な
森

林
施

業

・
水

源
か

ん
養

機
能

、
土

砂
災

害
防

止
機

能

環
境

保
全

・
地

球
温

暖
化

防
止

・
自

然
生

態
系

の
保

全

民
間

事
業

施
設

管
理

道
や

社
有

林
道

へ
の

ア
ク

セ
ス

効
率

化
、

等

異
種

の
道

ネ
ッ

ト
の

効
果



1
3

集
約

し
た

情
報

の
用

途



1
4

異
種

の
道

ネ
ッ

ト
に

必
要

な
施

策

 
異

種
の

道
の

G
IS

に
よ

る
情

報
共

有
 

異
種

の
道

の
現

状
調

査
（
地

図
デ

ー
タ

収
集

、
現

地
調

査
）

 
G

IS
に

よ
る

道
路

情
報

の
共

有
・
可

視
化

 
異

種
の

道
を

接
続

す
る

た
め

の
環

境
整

備
 

異
な

る
規

格
の

道
を

つ
な

ぐ
際

の
法

制
度

上
の

課
題

に
対

す
る

措
置

 
民

間
事

業
者

と
の

連
携

に
お

け
る

課
題

解
決

（
災

害
協

定
、

維
持

管
理

、
事

故
発

生
時

の
責

任
所

在
な

ど
）

 
パ

イ
ロ

ッ
ト

事
業

の
実

施
 

異
種

の
道

に
よ

る
命

の
道

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く
り

の
計

画

 
接

続
道

の
新

設
、

既
設

民
間

道
の

補
強

 
低

コ
ス

ト
で

壊
れ

に
く
い

道
の

技
術

開
発

・
試

行
 

異
種

の
道

に
必

要
な

低
コ

ス
ト

で
壊

れ
に

く
い

道
の

実
現



1
5

低
コ

ス
ト

で
壊

れ
に

く
い

道
の

技
術

開
発

・
試

行

【
壊

れ
に

く
い

道
の

整
備

箇
所

】

・
急

勾
配

箇
所

・
傾

斜
地

・
ヘ

ア
ピ

ン
カ

ー
ブ

・
軟

弱
地

盤
な

ど

壊
れ
に
く
い
道
の
整
備
に
求
め
ら
れ
る
も
の

・
低
コ
ス
ト
・
安
全
性

・
耐
久
性

・
短
工
期

・
施
工
の
容
易
性
、
柔
軟
性

・
環
境
に
優
し
い
材
料

①
鉄

鋼
ス

ラ
グ

製
品

を
使

っ
た

舗
装

工

③
新

し
い

構
造

物
（
鋼

製
土

留
工

）

②
早

期
交

通
開

放
型

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

（
民

間
企

業
の

取
組

み
）



1
6

原
料

：
製

鉄
所

の
副

産
物

（
ス

ラ
グ

）
製

品
：
大

分
県

リ
サ

イ
ク

ル
認

定
品

05
0
,0
0
0

1
0
0
,0
0
0

1
5
0
,0
0
0

2
0
0
,0
0
0

0
千

ﾄﾝ

2
0
0
千

ﾄﾝ

4
0
0
千

ﾄﾝ

6
0
0
千

ﾄﾝ

8
0
0
千

ﾄﾝ

H21.4月

H21.10月

H22.4月

H22.10月

H23.4月

H23.10月

H24.4月

H24.10月

H25.4月

月月月月次次次次販販販販売売売売量量量量［［［［t/月月月月］］］］

累累累累積積積積販販販販売売売売量量量量

累
積

販
売

量

累
積

販
売

量
は

７
６

７
６

７
６

７
６

万万 万万
ト

ン
ト

ン
ト

ン
ト

ン
２

．
５

ｍ
幅

の
路

網
な

ら
、

１
５

０
０

１
５

０
０

１
５

０
０

１
５

０
０

ｋ
ｍ

ｋ
ｍ

ｋ
ｍ

ｋ
ｍ

以
上

以
上

以
上

以
上

月
間

販
売

量

施 工 前 施 工 中 （ 敷 き な ら し ） 施 工 後施 工 中 （ 転 圧 ）

①
鉄

鋼
ス

ラ
グ

製
品

を
使

っ
た

舗
装

工

【
材

料
費

が
安

価
】

原
料

は
製

鐵
所

か
ら

発
生

す
る

副
産

物
（
ス

ラ
グ

）
【
施

工
が

容
易

】
施

工
は

敷
き

な
ら

し
⇒

散
水
⇒

転
圧

の
み

（
大

型
設

備
等

不
要

）
【
施

工
性

が
柔

軟
】

傾
斜

地
、

軟
弱

地
盤

で
も

施
工

可
能

、
短

工
期

、
降

雨
時

も
作

業
可

能
【
快

適
な

供
用

性
】

し
っ

か
り

固
ま

る
の

で
、

車
両

の
走

行
は

ス
ム

ー
ズ

低
コ

ス
ト

で
壊

れ
に

く
い

道
の

技
術

開
発

・
試

行
（
民

間
企

業
の

取
組

み
）



1
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ヘ
ア

ピ
ン

カ
ー

ブ
急

勾
配

箇
所

②
セ

メ
ン

ト
系

舗
装

：
「１

D
A

Y
 P

A
V

E
（
早

期
交

通
開

放
型

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

）
」

（
セ

メ
ン

ト
協

会
開

発
）

◆
ヘ

ア
ピ

ン
カ

ー
ブ

や
急

勾
配

箇
所

へ
耐

久
的

な
コ

ン
ク

リ
ー

ト
舗

装
を

適
用

◆
施

工
し

た
翌

日
に

は
供

用
可

能
、

異
種

の
道

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
早

期
に

構
築

【
優

れ
た

視
認

性
】

夜
も

見
や

す
い

白
い

舗
装

面
で

、
高

い
安

全
性

を
確

保

【
施

工
が

容
易

】
特

殊
な

機
械

は
不

要
、

地
元

住
民

と
の

協
働

で
簡

単
に

施
工

【
汎

用
性

の
材

料
】

全
国

ど
こ

で
も

入
手

可
能

な
「
早

強
セ

メ
ン

ト
」
を

使
用

【
低

コ
ス

ト
・
環

境
配

慮
】
ス

ラ
グ

骨
材

等
の

副
産

物
、

リ
サ

イ
ク

ル
材

、
瓦

礫
の

有
効

利
用

【
優

れ
た

耐
久

性
】

【
早

期
の

供
用

性
】

見
や

す
い

舗
装

低
コ

ス
ト

で
壊

れ
に

く
い

道
の

技
術

開
発

・
試

行
（
民

間
企

業
の

取
組

み
）

容
易

な
施

工
（
人

力
施

工
）



1
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・
低

コ
ス

ト
で

山
間

部
施

工
に

適
し

た
構

造
物

の
開

発
・
安

全
、

耐
久

性
に

優
れ

大
型

林
業

機
械

走
行

が
可

能

軽
量

、
高

強
度

で
組

立
が

簡
単

な
鋼

製
土

留
工

鋼
製

土
留

工
の

施
工

事
例

（
京

都
府

）
新

型
ﾌ
ｫ
ﾜ
ｰ

ﾀ
ﾞ走

行
試

験

急
勾

配
、

ヘ
ア

ピ
ン

カ
ー

ブ
対

応

③
新

し
い

構
造

物
の

開
発

（鋼
製

土
留

工
）

鋼
製

土
留

工
の

設
計

図
例

低
コ

ス
ト

で
壊

れ
に

く
い

道
の

技
術

開
発

・
試

行
（
民

間
企

業
の

取
組

み
）



1
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ひ
だ

異
種

の
道

ネ
ッ

ト
検

討
会

の
ま

と
め

飛
騨

高
山

地
区

（
山

間
地

域
）
に

存
在

す
る

全
て

の
道

を
把

握
で

き
た

こ
と

は
、

今
後

の
防

災
・
災

害
対

策
や

森
林

再
生

に
役

立
つ

こ
と

を
確

認
し

た
。

孤
立
集
落
対
策
は

地
域
防
災
計
画
の

最
重
要
課
題
！
！



2
0

津
波
被
害
エ
リ
ア

「
命
の
道
」

林
道

平
田
尾
崎
白
浜
地
区

釜
石
市
役
所

東
日

本
大

震
災

に
お

け
る

「
命

の
道

」
事

例

 
「
命

の
道

」
と

し
て

利
用

さ
れ

た
林

道
釜

石
市

平
田

尾
崎

白
浜

地
区

で
は

、
大

津
波

に
よ

り
沿

岸
の

道
路

が
寸

断
さ

れ
、

孤
立

状
態

と
な

っ
た

。
そ

の
際

、
集

落
の

山
側

に
あ

る
林

道
作

業
道

が
「命

の
道

」と
な

り
、

住
民

の
避

難
路

、
救

助
・復

旧
路

と
し

て
利

用
さ

れ
た

。
他

の
集

落
で

も
、

多
く
の

林
道

が
「
命

の
道

」
と

し
て

利
用

さ
れ

た
。



2
1

南
海

ト
ラ

フ
地

震
に

備
え

て

 
関

東
～

九
州

に
か

け
て

の
太

平
洋

沿
岸

で
、

「
命

の
道

」
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

 
と

く
に

、
和

歌
山

県
、

高
知

県
な

ど
、

沿
岸

部
が

急
峻

な
地

域
で

は
、

山
中

の
「
命

の
道

」
が

重
要

！
！

異
種
の
道
ネ
ッ
ト
形
成
を
進
め
よ
う
！
！

～
G
IS
を
使
っ
た
異
種
の
道
の
地
図
づ
く
り
か
ら
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